



木 の肌 に体 を押 し付けてず り登 り,枝 に手がかか った
途端 「女 の子だか ら,木 登 りはヤメ ロー」 と,祖 父の低
い声で体 が固ま りました.泣 きなが ら帰 る私 を,祖 母が
「木登 りは楽 しいよね」 と慰めて くれました.小 学生にな
る前の夏のできご とです.危 険 なこ とは面 白い し,危 険
に打 ち勝 った時の喜 びは爽快 です.し か し世の中の自然
の動 きは,祖 父の声 に代表されてい ることに痛感 します.
小学校3年 生 の とき,文 化大革命 に遭遇 しました.私
は正規の教育 を受 けず に高校 の卒業証書 をも らい,家 か
ら遥か遠 くの山村へ連れて行 かれ,農 村教育を受 けまし
た.当 時の政府 は 「上山下郷(毛 沢東の理論教育 に加え
て,貧 しい農民か ら実践教育 を受 ける)」とい う方針 の下
で,1600万人余 りの若者 たちを都市か ら山村へ移住 させ
ま した.17才前後 の私達は全員,男 女の分別ができない
緑色の解放軍服 を着させ られ,無 理や り農民 と一緒 に働
かされ ました.今 でも脳裏 に焼 き付いている恐ろ しい記
憶 は,50kgを超 えた発酵糞肥料 を天びん棒で担いで,山
の棚 田へ の列 をなす運搬 作業です.「修地球(地 球 の修
理)」と言 われていた作業で した.作 業の原則は文字通 り
の男女平等 なので,小 柄な女子 には命 がけの作業 で した.
「平等」の裏 に潜む抑圧が,正 々堂々 とまか り通 る時代で
した.人 それ ぞれに備わった宝(g面について思いめ ぐら
す 日々で した.自 分 に備 え られた ものは何か を求 めて,
10年ぶ りの1977年に再開された大学入試に臨みました.
孔子の教えに積極的な女性論 は見当た りませんが,近
代 に展開 した儒教の中に 「三従四徳」 とい う戒 めが あ り
ます.三 従 とは 「在家従父,出 嫁従夫,夫 死従子」(嫁に
行 くまでは父親 に従 い,嫁 に行 った ら夫に従い,夫 が死
んだ ら子供 に従 う),四徳 とは 「婦徳,婦 容,婦 言,婦
工」(女性 らしい道徳,女 性 らしい容姿,女 性 らしい言葉
遣 い,料 理や裁縫 の技術)を 身 につ けることを言います.
その習慣 の中で育 った私 は,1989年の春,夫 の意見 に
従 って天津大学の大学院予備学校 に入 り,修 士課程入学
試験の勉強を始 めま した.し か し,同 年6月 に天安門事
件が起 こり,4才 の娘 の教育 も不安 な状 態にな りま した.
そ こで天津 で学位を取 る方針 を,海 外へ と変更 しました.
1990年4月に来 日し,私 費留学生 として福井大学生物化
学科の研究生 にな りました.家 族 に支え られて,今 か ら
17年前 に博士学位 を取 ることがで きました.そ の後,株
式会 社前 田工繊 に勤 め,金 沢 大学理学 部化学科 の講師,
アメ リカのユタ大学化学科の私費訪問学者 を経て,今 は
福井 大学大学 院工学研究 科物理工学専 攻の准教授 です.
今年の6月,ポ ーラン ドで開催 した第9回ECHEMS学会
か ら招 待 され,"恥lta㎜町ofh蜘genbubbles,latex
particlesandoil(壮oplets"の題で講演 をし,ヨ ー ロッパの科
学者,若 い研 究者 たち と長 時間 にわたる討論をする機会
に恵まれ ました.「三従四徳」は決 して頭か ら否定するも
のではな く,ど のように活用す るかが決め手です.
で は,「三従四徳」を女子学生へのメッセージ として使
えるで しょうか.答 えは単純ではありません.今 の中国の
学生は一人っ子ばか りなので,「四徳」 どころか零徳女性 も
見かけます.社 会が安定するうえで 「四徳」 くらいの教育




北朝鮮 との国境に近 い ところにあ る美 しい長 白山で生
まれた侯永丹氏は,次 の言葉 を語 っています.「傲科研要
像徹芝木一祥(科 学研究 をすることは芸術をするこ とと
同じ),去欣 賞官(科 学研究 は鑑賞 に値 する),賦予官生
命(科 学研究は命を与 える),而不是力了徹科研而徹科研




に勉強す る理由が二つ あ ります.一 つ は研究 が面 白いか
らであ り,も う一つ は,将 来の仕事 を見つ けるのに必要
な特権 と技術のためです.博 士学位を取 った後,私 は電
気化学の研究 をやって いきたい と考えています.未 来が
どうな るか に関係 な く,私 は社会 に貢献す るために最善
を尽 くすつ もりです.」
天津出身の王洪欣氏 と南国出身の 肖曳曳氏は似た考え
を持 って い ます.「一 度 き りの人生 で,自 分 が責 任 を
持 って,後 悔 しないように生 きてい きたい.こ れが今 の
私の目標です.」
今,私 たちが女性科学者 としてで きることは,自 然の
謎 を解 く中で 自然 の美 しさを追い求めて感動する若い研









Figure1.お花見 にて(前 列左か ら王洪欣氏,筆 者,李 春艶
氏,肖 蔑曳氏,侯 永丹氏).
